
日 時：令和６年１１月２２日（金）１０：３０～１４：３０

場 所：香川県立農業大学校３７号室

参加者： ４５名 （講師１名と主催者２名を除く）
・森林所有者、森林組合等職員 ８名
・農業大学校の学生と教職員 ７名
・森林ボランティア等 １４名
・国、市町、県の林業関係職員 １６名

主 催：香川県森林センター

（香川県森林センター 林業普及指導員）

香川県にも、放置されて木々が大きくなり続けている山があったり、価値がある
のに捨て置かれる広葉樹があったりと「もったいない」が至る所にあります。

そこで、それらを活用する方法や目指す森林に育てる方法について学び、実践す
る意欲を高めようと、第一人者である栃木県の津布久 隆（つぶく たかし）氏をお招
きして「未利用広葉樹は農山村の『お宝』だ！」をテーマにご講演いただきました。

終了後、参加者から「悩んでいたことが解決した」「さっそく山に行って作業し
たい」「自分たちにも何かできそうだ」といった声が聞かれました。

第３回未来への森づくり講演会を
開催しました


